
 

 

 

(1)の正答例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)の正答例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

辺の長さがみんな等しく，角の大きさもみんな

等しい多角形を正多角形といいます。 

13 
正答例と解説 

５年「正多角形と円周の長さ」 

 

〔考え方のポイント〕 

正六角形の性質を使って円周の長さを求めよう 

答え（ イ・エ ） 

 

 円の中心のまわりを，グループの数で等分した正多角形を考

えます。 

 グループの数は，学級の人数である 30 の約数で求めます。 

  30 の約数…１，２，３，５，６，10，15，30 

 このうち，人数が３人以上になるグループの数は， 

２(15 人ずつ)，３(10 人ずつ)，５(６人ずつ)， 

６(５人ずつ)，10(３人ずつ)ですが， 

円の中心を２つに等分しても正多角形はできません。（図１） 

したがって，正六角形をのぞき，円の中心のまわりを等分 

して正多角形ができるグループの数は， 

３（10 人ずつ），５（６人ずつ），10（３人ずつ） 

になります。 

３，５，10 のグループの数で，円の中心のまわりを等分して

できる正多角形は，正三角形・正五角形・正十角形です。 
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 辺の長さがみん

な等しく，角の大

きさもみんな等し

い。 

 辺の長さがみん

な等しく，角の大

きさもみんな等し

い。 
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円の中心のまわりを

２等分しても，正多

角形はできません。 

答え（ 正三角形・正五角形・正十角形 ） 

  

 

 

 

 

 

 



(3)の正答例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（説明） 

  円の中にあるのは正六角形だから，６つの三角形はどれも合同

な正三角形である。 

 辺ＣＤ上に 30 ㎝(0.3ｍ)おきに花を７つならべると， 

辺ＣＤの長さは， 

0.3×６＝1.8 

となり，1.8ｍになる。正三角形は３つの辺の長さが等しいので，

円の半径にあたる辺ＡＣも 1.8ｍになる。 

円周は，直径×円周率で求められるから，この円の円周は， 

  1.8×２×3.14＝11.304 

となり，11.304ｍになる。 

 

 

 

解答のポイント！ 

○６つの三角形はどれも合同な正三角形であること 

○辺ＣＤの長さが 1.8ｍであること 

○円の半径が 1.8ｍであること 

   

 正六角形は円の中心の

まわりを６等分します。 

360°を６等分するの

で，円の中心のまわりの 

１つの角の大きさは 60°

になります。 

 三角形ＡＣＤは， 

辺ＡＣと辺ＡＤが円の 

半径にあたるので，辺の

長さが等しくなります。 

 

 角Ｃと角Ｄは，180°から

60°をひいた120°を2等分

して，それぞれ 60°になり

ます。 

したがって，三角形ＡＣＤ 

は正三角形になります。 

 辺ＣＤに花を７つ植えると， 

0.3×６＝1.8 

となり，辺ＣＤの長さは，1.8ｍとわかります。 

 辺ＣＤと辺ＡＣの長さは等しく，円の半径

となります。 

 したがって，この円の半径は 1.8ｍとなり， 

直径は 3.6ｍになります。 
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